
新天文台が

名寄市周辺は、国内でもトップクラスの星空が観測できる恵まれた環境です。

新「名寄市総合計画」(第１次)では、市立天文台整備事業として、前期計画(平成19～23年

度)に位置づけられ、心豊かな人と文化を育むまちづくり(基本目標)の中で、天体観測を活かした

まちづくり事業が計画されています。

すでに基本設計、実施設計を終え、日進地区にある道立広域公園サンピラーパーク内「星見の

丘」に平成20年度工事着工、平成22年度には開館が予定される新天文台の概要についてお知

らせします。

全
国
で
も
屈
指
の
観
測
条
件
と

積
み
重
ね
て
き
た
歴
史

美
し
い
天
文
現
象
に
魅
せ
ら
れ
た
木
原

秀
雄(

故
人)

さ
ん
。

昭
和

年
の
礼
文
島
で
の
金
環
日
食
を

23

自
作
し
た

セ
ン
チ
望
遠
鏡
で
観
測
。
金

15

環
日
食
の
す
べ
て
を
記
録
し
た
写
真
は
学

術
的
に
も
貴
重
な
も
の
で
、
東
京
の
科
学

博
物
館
に

年
間
も
の
間
展
示
さ
れ
ま
し

15

た
。「

多
く
の
人
に
宇
宙
の
広
さ
や
、
神
秘

を
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
。
そ
し
て
宇
宙

の
ロ
マ
ン
に
ふ
れ
て
欲
し
い
。
」
と
名
寄

高
等
学
校
の
教
員
だ
っ
た
木
原
さ
ん
は
、

退
職
を
機
に
、
昭
和

年

月
、
東
２
条

48

12

北
５
丁
目
の
自
宅
隣
に
『
私
設
木
原
天
文

台
』
を
開
設
し
ま
し
た
。

自
費
で
口
径

セ
ン
チ
の
反
射
望
遠
鏡

25

を
設
置
し
た
当
時
道
内
初
で
最
北
の
私
設

天
文
台
で
し
た
。

昼
間
は
標
準
観
測
者
と
し
て
黒
点
観
測

に
当
た
る
一

方
、
夜
間
に

は
施
設
を
無

料
開
放
し
ま

し
た
。
こ
れ

ら
の
活
動
が

契
機
と
な
っ

て
、
昭
和
51

年
に
は
「
名

寄
天
文
同
好

会
」
が
発
足
。

そ
の
活
動
は
昭
和

年
に
設
立
さ
れ
た

62

「
天
斗
夢
視
（
て
ん
と
む
し
）
」
へ
と
引

き
継
が
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
名
寄
市
は
平
成
４
年
に
天
文

台
の
寄
贈
を
受
け
、
９
月
に
は
『
市
立
木

原
天
文
台
』
と
し
て
オ
ー
プ
ン
。
澄
み
き

っ
た
名
寄
の
夜
空
を
全
国
に
情
報
発
信
し

て
い
ま
す
。

北
海
道
大
学
と
の
協
定

天
文
観
測
施
設
が
な
い
北
海
道
大
学
で

は
、
交
通
の
便
、
観
測
条
件
、
観
測
技
術

者
な
ど
の
面
で
名
寄
市
を
重
視
、
平
成
17

年

月
に
は
地
域
間
の
交
流
促
進
お
よ
び

12
施
設
・
機
器
等
の
相
互
利
用
を
図
る
た
め

に
相
互
協
力
協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
も
天
体
観
測
で
協
力
関
係

に
あ
り
、
同
大
学
に
よ
る
光
フ
ァ
イ
バ
ー

敷
設
に
よ
り
、
大
学
と
木
原
天
文
台
が
直

結
し
た
こ
と
で
高
速
デ
ー
タ
通
信
が
可
能

と
な
り
、
大
学
か
ら
天
文
台
の
望
遠
鏡
を

遠
隔
操
作
し
観
測
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
ま
し
た
。

協
定
に
よ
る

相
互
協
力
事
項

は
、
大
学
院
生

の
宇
宙
観
測
や

デ
ー
タ
の
活
用

を
は
じ
め
、
地

域
振
興
に
関
す

る
こ
と
な
ど
が

盛
り
込
ま
れ
て

い
ま
す
。

北海道大学と相互協力協定

天文台を開放する木原さん
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北
海
道
大
学
と
連
携
し
た

新
天
文
台
の
整
備
概
要

新
た
な
天
文
台
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
一
部
２
階
建
て
で
、
天
体
観
測
や
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
ス
ペ
ー
ス
な
ど
の
施
設
整
備

を
市
が
行
い
ま
す
。
す
で
に
実
施
設
計
な

ど
を
終
え
、
市
全
体
の
事
業
費
は
８
億
５

千
５
０
０
万
円
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
整
備
計
画
で
は
、
口
径
１
・
４

メ
ー
ト
ル
規
模
の
望
遠
鏡
を
北
海
道
大
学

が
用
意
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

施
設
整
備
の
目
標
と
し
て
は
、
①
天
文

台
特
有
の
ド
ー
ム
形
を
有
効
に
生
か
し
、

市
内
か
ら
一
目
で
分
か
る
市
民
の
シ
ン
ボ

ル
と
な
る
施
設
を
目
指
し
ま
す
。
②
「
星

・
雪
・
き
ら
め
き
・
緑
の
里
な
よ
ろ
」
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
生
か
し
、
星
の
み

な
ら
ず
、
降
雪
地
、
森
林
地
の
季
節
を
感

じ
る
施
設
と
し
ま
す
。
③
児
童
～
高
齢
者

の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
、
多
機

能
な
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
投
影
、
屋
上
ス
ペ

ー
ス
を
生
か
し
た
体
験
学
習
、
周
辺
の
自

然
環
境
に
配
慮
し
た
施
設
と
し
ま
す
。

ま
た
、
機
能
面
で
は

・
多
機
能
な
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

最
先
端
の
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

機
器
を
導
入
し
、
バ
ー
チ
ャ
ル
宇
宙
体
験

が
で
き
る
施
設
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、

従
来
の
投
影
時
間
が
限
定
さ
れ
た
も
の
で

は
な
く
、
オ
ー
ト
番
組
の
投
影
を
実
施
す

る
こ
と
で
利
用
し
や
す
い
シ
ス
テ
ム
と
し

ま
す
。

・
体
験
を
通
し
て
楽
し
く
学
ぶ
展
示
室

常
設
展
示
に
は
木
原
さ
ん
の
足
跡
や
、

コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
、
新
た
な
企
画
実
施
が

可
能
に
な
り
ま
す
。

・
新
天
文
台
と
ま
ち
づ
く
り

教
育
・
研
究
・
観
光
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る

分
野
で
天
体
観
測
を
生
か
し
た
特
色
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

特
に
、
低
緯
度
オ
ー
ロ
ラ
の
出
現
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
全
国
に
情
報
発

信
で
き
る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

現在の市立木原天文台

■新天文台が平成22年度開館予定

天
体
写
真
な
ど
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
天
体

現
象
を
大
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
で
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
他
レ
ク
チ
ャ
ー
ル
ー
ム
な
ど
を
利

用
し
た
企
画
展
示
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

・
学
校
お
よ
び
生
涯
学
習

レ
ク
チ
ャ
ー
ル
ー
ム
は
団
体
利
用
に
よ

る
事
前
説
明
会
、
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

に
合
わ
せ
て
ク
ラ
ス
単
位
で
の
天
文
授
業

に
対
応
で
き
る
ほ
か
、
星
と
音
楽
に
よ
る
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